




目本語教育実践研究(5)は 、中上級 日本語教育の方法にっいて実際の授業 に参加 し
て実践的に研究す るためのクラスです。中級 の終わ りか ら上級にかけての学習者が受 講
する 「目本語6α 」を実習の場 として、授業見学 を行った後、重要語の導入や読解指導
の実習を行 い、重要語 クイズの採点や短文や作 文の添削なども練習 して、中上級 目本語
教育の方法を実践的 に検討 していきます。
2005年 度春学期の 日本語教育実践研 究(5)は 、学期前半はr日 本語6α 」の小宮
の授業見学を中心に行い、後半は語彙指導 と読解指導の実習を中心 に、読解問題 の作成、
重要語 クイズの採点、短文の添削、作文の添削の練習な どを行 いま した。
授業見学は、毎回、各 自がテーマを定 めて見学を行い、見学 レポー トを提出 しま した。
見学 レポー トには小宮 がコメン トを添 えて返却 しま したが、い くつかの大切 なテーマに
ついてはク ラスでのデ ィ.スカ ッションを行 って理解 を深 めま した。
教育実習は、受講生全員が中上級段階 の中心的な指導内容であ る語彙指導の実習1回
と、小グループに分かれての読解指導の実習3回 の計4回 をそれぞれ行 いま した。語彙
指導の実習では、実際の使用 に基づいた連語による使い方指導 を試みま したが、単語 ご
とに どの よ うな連語を とりあげ、どの よ うに指導す るか担当者 の実習 をもとに話 し合い、
問題点への理解 を深めま した。
小グループに分かれ ての読解指導では、1回 目は与え られた教材 を使用 し、2回 目と
3回 目は各 自が読解 問題 を作成 し、学習者がそれ にど う取 り組む かを実際の場面で観察
しました。学生が各 グループ1-2名 だったため、一斉指導 では わか りに くい個々の学
習者の学習の過程 を知 ることができ、教材 作 りの難 しさも経験 しま した。
添削の仕方 を学習 したい とい う要望 を受 け、重要語 クイズ の採点、短文の添削 と作文
の添削を行いま した。誤 りを漏 らさず注意深 く見っ けること、要 点をわか りやす く示す
方法、短文と作文の添削方法の違いな ど、実際に学習者の書 いた ものを使用 して練習 し
ま した.
限 られた授 業時間で したが、それぞれの経験が今後の実践 に生か されれば幸 いです。
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